
豆 類 の 不 耕 起 省 力 栽 培

( 農 試  県 南 分 場 〉

1 . 背 景 と ね ら い

県 南 地 方 の 転 換 畑 に お ↓ヽ て、 小 麦 の 跡 作 に 豆 類 を 組 み 入 れ る 場 合、 播 種 期の遅 れ は 生

育、 成 熟 の 遅 延 と な り、 収 量 が 低 下 す る。 こ の こ と か ら、 小 麦 か ら 豆 類 へ の 切 替 時 に

播 種 及 び  作 業 工 程 の 単 純 か つ 省 力 化 を ね ら い と し、 豆 類 に 対 す る 不 耕 起 播 き 栽 培 法

の 適 用 に つ い て 検 討 し た 結 果、 実 用 性 が 認 め ら れ た。 な を こ の 栽 培 法 は、 枝 豆 栽 増 に

も 適 用 で き、 経 種 時 の 省 力、 低 ヨ ス ト 化 に 有 効 な 手 段 で あ る。

2 . 技 術 の 内 容

( 1 ) 不 耕 起 栽 培 の 主 な 特 徴

` ア) 作 物 切 替 時 の 作 業 が 簡 略 化 さ れ、 麦 収 穫 後 豆 類 播 種 ま で の 時 間 は 1 0 a 当り 1 . 0 ‐1 , 4

時 間  慣 行 に く ら べ 5 0 X 程度 短 縮 で き る。

竹 ) 麦 メⅢ取 後 多 少 の 降 雨 が あ つ て も 直 ち に 作 業 が で き る た め、 耕 起 栽 培 に く ら ぺ 早 期

播 種 が 可 能 と な り ( 5 0 a 規模 の 場 合 お よ そ 5 日 ) 、 初 期 生 育 の 確 保 が 有 利 と な る.

し ) 晩 播 大 豆 で は 基 肥 窒 素 を 十 分 施 し、 初 期 の 生 育 量 を 増 大 さ せ る こ と に よ り 多 収 が

得 ら れ る。 収 盟 性 は 耕 起 播 と 同 様 で あ り、 平 均 的 に は 1 0 a 当り 2 5 0 ‐3 0 0 k g 、好 気 象 条 件

で は 3 5 0 k 8 以上 の 収 量 も 可 能 で あ る。

( 2 ) 栽 培 法 ( 晩 播 大 豆 の 場 合 )

夕 ) 1 0 a 当 り 栽 植 本 数 は  2 . 5 万本 を 目 安 と し、 少 な く と も 2 万 本 以 上 を 確 保 す る。 播 種

は 市 販 の テ ー ラ ー 装 暫 型 不 耕 起 播 種 機 ( 留 意 点 の 項 参 照 ) を 用 い て 行 う。

( イ) 基 肥 窒 素 は 1 0 a 当り 1 9 k 3 、携 酸、 加 里 は 慣 行 と し、 大 豆 括 種 後 気 象 条 件 を 見 て、 早

め に 表 得 の 上 か ら 全 面 に 散 布 す る。

し ) 維 車 防 除 は、 1 9 a 当リ ラ ッ ソ ー 乳 剤 3 0 0 冊1 と ロ ロ ツ ク ス 水 和 剤 1 5 0 3 を浸 用 し、 括 種

～ 大 豆 出 芽 前 に 全 面 処 理 す る。 ま た 前 作 の こ ぼ れ 麦 が 熊 草 化 し た 場 合 に は、 大 豆 2 葉

期 に 中 耕 し た 後、 す ブ 乳 剤 1 5 0 m l を処 理 す る。

工  堆 肥、 土 凄 改 良 資 材 は、 前 作 の 小 妻締種 時 に 施 用 す る。

3 .  指導 上 の 留 意 点

く 1 ) 適 用 地 帯 及 び 品 種 は、 麦 、 大 豆 1 年 2 毛 作 及 び 2 年 3 毛 作 に 準 じ る。

( 2 ) 現 在 市 販 さ れ て い る 不 耕 起 播 種 機 は、 管 理 機 装 看 型 で、 作 業 機 の み の 価 格 が 1

7 万 円 程 度 で あ る。 専 用 以 外 の 管 理 機 を 使 用 す る 場 合 は、 動 力 伝 達 部 分 の 改 造 が 必 要

と な る。 な お、 こ の 播 種 機 は え だ ま め の 播 種 に そ の ま ま 適 用 で き る ほ か、 目 皿 を 交 換

す る こ と に よ り 他 の 作 物 ( と う も ろ こ し、 麦 そ の 他 ) の 播 種 も 可 能 で あ る。

4 , 参 考 資 料
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( 2 ) 小 表 跡 極 晩 播 大 豆 の 不 耕 起 播 栽 増 に お け る 施 肥 管 理  昭 和 6 1  作 物 学 会 東 北
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表-1 昭 和 60年 施肥法試験の

数量化 1類 による分析結果
表-2 昭 和 61年 施肥法試験の

数量化 1類 による分析結果
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図-1-Jヽ 表収穫から大豆括種までの作業工程
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